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はじめに

　宇都宮大学では、平成 25 年度に文部科学省による「地

（知）の拠点整備事業（大学 COC 事業）」に採択された「と

ちぎ高齢者共生社会を支える異世代との協働による人材

育成」の取組を推進するため、同年 12 月、地域連携教

育研究センター内に「とちぎ終章学センター」を設置し、

大学が持つ 3 つの機能である教育・研究・社会貢献に関

する各種取組を進めている。

　本稿では、本学が採択された取組の経緯と概要を報告

する。加えて、特に教育分野における「とちぎ終章学」

関連科目の開講と社会貢献分野における「終章コミュニ

ティワーカー」養成講座に関する実践について振り返り、

5 か年にわたって行う各種取組の展望を試みる。

1 章　「とちぎ終章学」の背景

１節　文部科学省「地（知）の拠点整備事業」

　文部科学省が平成 24 年に示した「大学改革実行プラン」

において、「激しく変化する社会における大学の機能の再

構築」の一つとして「地域再生の核となる大学づくり（COC 

（Center of Community）構想の推進）」を掲げている。こ

れを具現化するための方策として、平成 25 年度から「地

（知）の拠点整備事業」により、自治体等と連携し、全学

宇都宮大学地域連携教育研究センター研究報告 23 : 59-69 (2015)

要旨：文部科学省による平成 25 年度「地（知）の拠点整備事業」において、宇都宮大学では「とちぎ高齢者共

生社会を支える異世代との協働による人材育成」が採択された。これは、栃木県や宇都宮市における課題の一つ

である「高齢化」に着眼し、学士課程の必修科目「とちぎ終章学総論」の創設や一般市民向け「終章コミュニティ

ワーカー」養成講座などに取り組むことで、宇都宮大学が地域の知の拠点としてのプレゼンスを高めていくもの

である。

キーワード：地（知）の拠点整備事業、COC、高齢社会、とちぎ終章学
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図 1.「とちぎ高齢者共生社会を支える異世代との協働による人材育成」の概要図

回数 期日 時間 テーマ 講師

1 6 月 9 日（土） 13:30 ～ 16:30 〈基調講演〉
長生きを喜べる社会とは

東京大学高齢者総合研究機構
　教授　　辻　哲夫

〈パネルディスカッション〉
・「在宅ケア」の立場から
・「行政」の立場から
・「まちづくり」の立場から
・「ジェロントロジー（老年学）」の立

場から

医療法人アスムス
　理事長　太田秀樹
栃木市長
　　　　　鈴木俊美
宇都宮大学教育学部
　教授　　陣内雄次
東京大学高齢者総合研究機構
　教授　　辻　哲夫

2 6 月 16 日（土） 13:30 ～ 15:30 高齢者とまちづくり 宇都宮大学教育学部
　教授　　陣内雄次

3 6 月 24 日（日） 13:30 ～ 15:30 「終章を生きる」ということⅠ 下野新聞社 2025 年問題取材班
　              須藤健人

4 6 月 30 日（土） 13:30 ～ 15:30 「終章を生きる」ということⅡ 下野新聞社 2025 年問題取材班
　              若林真佐子

5 7 月 7 日（土） 13:30 ～ 15:30 「終章を生きる」ということⅢ 下野新聞社 2025 年問題取材班
　              山崎一洋

6 7 月 14 日（土） 13:30 ～ 15:30 死を迎えるための法と手続き 行政書士　　
　              深見　史

表 1. 下野新聞社・宇都宮大学連携公開セミナー（平成 24年度宇都宮大学公開講座）「終章を生きる」の実施概要

とちぎ高齢者共生社会を支える異世代との協働による人材育成
 栃木県の課題であると同時に日本の普遍的課題でもある高齢社会を支える人材育成を核とした事業を展開
 大学が地域拠点となって豊かな高齢社会の構築に創造的にチャレンジし全国モデル「異世代Chainアゴラ」を創出

地域課題（県民調査による）

 高齢社会に対応した社会制度、インフラ、
ソーシャルキャピタルの整備・改善

 高齢者が培ってきた地域知の継承と異世
代間の幅広い住民の交わりの場

 高齢共生社会を見据えた人材の育成

宇都宮大学を地域拠点とした異世代Chainアゴラの創出

終章世代

現役世代
シニア世代

異世代Chainアゴラとは
宇都宮大学で全学の教職員や学
生が地域と協働し、高齢者共生社
会の創出に向けた教育、研究、社
会を議論し実践する場。

学生

地域課題の解決及び大学改革の方法

全学生に向けた「異世代Chain教育」：普遍的課題に創造的チャレンジ

高齢社会を切口に、異世代とつながりながらジェネリックスキルを修得
 高齢者との対話や協働による異世代間のコミュニケーション能力
 高齢者・終章を生きることについての基礎知識
 学んだ知識を基にした課題発見、分析、解決に向けた立案能力
 課題解決に向けて仲間を集めて具体的に実行できる行動力

学士課程カリキュラムの大幅な改革

幅広い教養と専門教育の融合を実質化
 21世紀リテラシー必修科目の創設：「とちぎ終章学総論」
 教養科目の全面再編：テーマ別教養「高齢者社会を生きる」創設
 副専攻プログラム「Learning＋１：高齢者共生社会」の新設
 専門教育の整理・緩和による「Learning＋１」の履修促進

地域と連携した「異世代Chainアゴラ」の創出
 宇都宮大学地域連携教育研究センターを拠点に実施体制整備
 高齢社会・終章世代を支える地域課題解決型の共同研究の実施
 “オールとちぎ”が連携した「とちぎCOC円卓会議」による事業推進

超高齢社会デザインのモデルケースとなり得る
先進的な地域への変革

とちぎCOC円卓会議
宇都宮大学、栃木県、宇都宮市、

下野新聞、栃木県社会福祉協議会、宇都宮
市社会福祉協議会、栃木経済同友会

異世代Chain
アゴラ

協働と継承の場
異世代とつながった学び

（講義、アクティブラーニング実習など）

「終章コミュニティワーカー」の養成
 地域の事業や計画に終章世代の声を代弁するコミュニティ形成人材

（平成29年度末までに40名輩出）
 宇都宮大学が「終章コミニュティワーカー」の履修証明を発行
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的に地域を志向した教育・研究・社会貢献を進める大学

を支援している。同省が平成 25 年 3 月に発表した「平

成 25 年度『地（知）の拠点整備事業』公募要領」には、

本事業の背景と目的として次のように示されている。

〔背景〕

　我が国は、急激な少子高齢化の進行、地域コミュニ

ティの衰退、グローバル化によるボーダーレス化、新

興国の台頭による国際競争激化など社会の急激な変化

や、東日本大震災という国難に直面しており、今こそ、

持続的に発展し活力ある社会を目指した変革を成し遂

げなければなければならない（筆者注：原文のまま）。

　特に、日本全国の様々な地域発の特色ある取組を進

化・発展させ、地域発の社会イノベーションや産業イ

ノベーションを創出していくことは、我が国の発展や

国際競争力の強化に繋がるものである。

　大学及び大学を構成する関係者は、社会の変革を担

う人材の育成、「知の拠点」として世界的な研究成果や

イノベーションの創出など重大な責務を有していると

の認識の下に、国民や社会の期待に応える大学改革を

主体的に実行することが求められている。

　その中で、目指すべき新しい大学像として、学生が

しっかり学び、自らの人生と社会の未来を主体的に切

り拓く能力を培う大学、地域再生の核となる大学、生

涯学習の拠点となる大学、社会の知的基盤としての役

割を果たす大学等が挙げられる。

〔目的〕

　本事業は、自治体等と連携し、全学的に地域を志向

した教育・研究・社会貢献を進める大学を支援するこ

とで、学内組織が有機的に連携し、「地域のための大学」

として全学的に地域再生・活性化に取り組み、教育カ

リキュラム・教育組織の改革につなげるとともに、地

域の課題（ニーズ）と大学の資源（シーズ）の効果的

なマッチングによる地域の課題解決、更には自治体と

大学が早い段階から協働して課題を共有しそれを踏ま

えた地域振興策の立案・実施まで視野に入れた取組を

進める。

　これにより、学生が大学での学びを通して地域の課

題等の認識を深め、解決に向けて主体的に行動できる

学生を育成するとともに、大学のガバナンス改革や各

大学の強みを活かした大学の機能別分化を推進し、地

域再生・活性化の拠点となる大学を形成する。 

　　平成 25 年度は 319 件（342 大学・短期大学・高等

専門学校）の申請のうち 52 件が採択され、上述の本学

における「とちぎ高齢者共生社会を支える異世代との協

働による人材育成」事業もその一つである。平成 26 年

度は 237 件（246 大学・短期大学・高等専門学校）のう

ち 25 件が採択されている。

　本学の採択事業においては、「異世代 Chain 教育」の実

践、「終章コミュニティワーカー」の養成、そして学士課

程カリキュラムの改革を通して、栃木県や宇都宮市にお

ける高齢社会を支えるコミュニティの形成及びコミュニ

ティが培ってきた地域の絆や知（indigenous knowledge）

を次世代に継承するシステムの構築を目指している。具

体的な取組として、教育分野における学士課程の必修科

目「とちぎ終章学総論」の創設、テーマ別教養や副専攻

プログラム「Learning+1」の充実、研究分野における教

員の地域志向教育研究の支援、社会貢献分野における「終

章コミュニティワーカー」の養成が挙げられる（図 1）。

2 節　下野新聞社による「終章を生きる」

　栃木県の地元新聞社である「下野新聞社」では、平成

23 年 12 月から平成 24 年 6 月までの期間、「終章を生き

る　2025 年超高齢社会」と題した長期連載を展開した。

2025 年、団塊の世代と呼ばれる 1950 年生まれの人た

ちが 75 歳に達すること、同時に 65 歳以上の高齢者が日

本の総人口の 30% を超えると予想されていることに着目

し、49 回に及ぶ連載を通して、誰もが最期まで望むよう

に生きられる社会の実現に必要なことは何かを読者に問

いかけた。人生の総仕上げをする概ね 75 歳以上の時期

を終章期と位置付け、連載の最後には、①超高齢社会を

認識し「命の質」最重視を、②在宅ケアいつでもどこで

も可能な体制に、③自然な老いを見つめ直そう、④終章

の生き方、熟考し周囲と共有を、⑤最期まで安心して住

める　支え合うまちに、の 5 つを提言し、締めくくって

いる。

　この連載と並行して、同社と本学では平成 24 年 6 月

から毎週 1 回、全 6 回（計 13 時間）にわたり連携公開

セミナー「終章を生きる」を開講した。同社連載取材班

記者や栃木県内外の有識者、本学教員が講師を務め、受

講者は講座を通し、豊かな終章の実現に向けた方策を考

えた。100 名の募集定員に対して、475 名が受講した（表

1）。また、講座の内容は毎回、同紙で詳細に報告されて

いる。

　本学では、平成 22、23 年度にも一般市民向け公開講

座において老いや死をテーマとして取り上げてきたが、

この連携公開セミナーは長期連載と相まって大変好評を
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博したと言えよう。この実践から、栃木県民が関心を持っ

ている社会課題の一つが、高齢者や高齢社会に関する諸

問題であることがわかった。

2 章　実施体制

　1 節　学内組織の整備

　本学が採択された事業を推進するにあたり、平成 25

年 12 月に地域連携教育研究センター内に「とちぎ終章

学センター」を設置した [1]。これにあわせて、特任研究

員 2 名と事務補佐員 1 名を新たに採用し、地域連携教育

研究センター専任教員（教授）がセンター長に着任した。

また、平成 26 年 4 月にはこれに加えて県内自治体から

の登用により着任した専任教員（准教授）1 名と事務補

佐員 1 名を新たに採用し、6 名体制で事業の推進を図っ

た。

　なお、平成 26 年 1 月には地域住民や連携自治体、本

学学生・教職員等に向けて本学の取組内容を広く周知

するために「未来をデザインする力を育む宇都宮大学へ

―学生がとちぎの高齢社会を学ぶ意味―」と題した大学

COC キックオフシンポジウムを開催した（表 2）。当日

は想定を上回る 380 名の参加があり、地域の高齢化の問

題や本学の取組に対する関心の高さをうかがい知ること

ができた。

 2 節　学外有識者との協議による
　　　プログラム開発

　大学 COC 事業を推進するにあたっては、自治体等との

連携が必須となっている。本学の事業においては、栃木県、

宇都宮市、栃木県社会福祉協議会、宇都宮市社会福祉協

議会及び下野新聞社を連携機関とし、定期的に協議の場

を設けている [2]。特に、県内の保健・福祉の有識者等で

構成される「地（知）の拠点整備事業アドバイザー会議」

（以下「会議」という。）では、「とちぎ終章学」のコアと

なる「とちぎ終章学総論」や「終章コミュニティワーカー」

養成講座のプログラム開発にあたった。会議のメンバー

は、高齢社会に造詣の深い新聞記者、社会福祉士、保健師、

高齢者施設関係者の計 5 名で構成されている。事務局は

とちぎ終章学センターが担当している。

　平成 25 年度は 2 回にわたって会議を開催した。平成

27 年度以降の必修化に向け、平成 26 年度後期に基盤教

育教養科目（選択科目）として開講する「とちぎ終章学

総論」と平成 26 年 10 月開講予定の「終章コミュニティ

ワーカー」養成講座のプログラム開発を行った。「とちぎ

終章学総論」については、全 8 回（1 単位）のカリキュ

ラムとし、講師は専任教員のほか、アドバイザー会議委

員も担当することとした。また、「終章コミュニティワー

カー」養成講座については、コアプログラムを前述の「と

ちぎ終章学総論」とすること、合宿形式の集中講義やま

ちづくり活動の現場訪問をプログラムに組み入れること

を確認し、平成 26 年度も継続して協議することとした。

　平成 26 年度は 9 回にわたって会議を行った。上半期

は主に「終章コミュニティワーカー」養成講座に関する

ことについて協議した。具体的には、プログラムを構成

する科目とそれぞれの内容や講師の検討、履修認定の基

準や受講者募集の周知方法などである。下半期は養成講

座の進捗を確認しつつ、「とちぎ終章学総論」の振り返り

を行い、同科目の次年度開講内容について検討した。結

果的に、当年度は養成講座受講者向けの内容が大半を占

めたが、学士課程の必修科目として開講する次年度は対

話のトレーニングや高齢社会に立ち向かう若手社会人へ

表 2. 大学 COC キックオフシンポジウム「未来をデザイ
ンする力を育む宇都宮大学へ―学生がとちぎの高齢社会
を学ぶ意味―」の実施概要
名称 大学 COC キックオフシンポジウム

　「未来をデザインする力を育む宇都宮
大学へ―学生がとちぎの高齢社会を学ぶ
意味―」

日時・会場 平成 26 年 1 月 10 日 ( 金 )
　13:30 ～ 16:00
宇都宮大学峰キャンパス
　大学会館 2F　多目的ホール

プログラム 学長挨拶
　宇都宮大学長　進村 武男
来賓挨拶
　文部科学大臣政務官　上野 通子
基調提言「学生が超高齢社会を学ぶ意味」
　下野新聞社編集局長　飯島 一彦
シンポジウム
　採択事業の概要説明・趣旨説明

宇都宮大学地域連携教育研究セン
ター教授　廣瀬 隆人

終章学とは何か、終章学を大学生が学
ぶ意味は何か

　　下野新聞社社会部記者　山﨑 一洋 
終末期医療、在宅療養支援の現場から、
終章学を学ぶ社会的な意味と栃木の未
来の姿を提示する

つるかめ診療所副所長・医師
鶴岡 優子 

　教育改革の方向
　　宇都宮大学理事　茅野 甚治郎
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のインタビューを盛り込んだ内容とすることとした。

3 章　平成 26 年度に開講した
 「とちぎ終章学」関連科目と
 「終章コミュニティワーカー」
 養成講座のプログラム

1 節　平成 26 年度に開講した
「とちぎ終章学」関連科目

　上述の「とちぎ終章学総論」に加え、平成 26 年度は「と

ちぎ終章学特講」（1 単位）及び「終章を支える社会資源」（2

単位）を開講した（いずれも基盤教育教養科目）。3 科目

の概要は表 3 のとおりである。

2 節　「終章コミュニティワーカー」
 養成講座のプログラム

　平成 26 年 10 月から「終章コミュニティワーカー」養

成講座第 1 期を開講した。平成 27 年 9 月までの 1 年間

にわたって開講するこの講座は、一般市民を対象とし、

高齢者の特質や生活、介護に関する基礎的知識を持ち、

終章世代（長い老後のうち、人生の総仕上げをする概ね

75 歳以上の時期）を中心とした高齢者に係わる人や施設

を有機的に連携させつつ、高齢者が暮らしやすいまちづ

くり活動を推進する人材を養成するものである。講座の

プログラムは、「とちぎ終章学総論」「とちぎ終章学特講」

「終章を支える社会資源」「とちぎ終章学演習Ⅰ」「とちぎ

終章学演習Ⅱ」の 5 科目で構成することとした。このうち、

平成 26 年度は上述した 3 科目を養成講座のプログラム

としても開講した。

　なお、総論と特講については、下野新聞に「とちぎ終

章学　宇大講座から」と題して連載され、各回の概要を

同紙読者に対して広く周知することができた（全 16 回）。

4 章　受講者の属性

　ここでは「終章コミュニティワーカー」養成講座第 1

期の受講者について概観する。下野新聞に募集告知が掲

載されたこともあり、栃木県内各地から 108 名の応募が

表 3. 平成 26 年度に開講した「とちぎ終章学」関連科目

とちぎ終章学総論（1 単位） とちぎ終章学特講（1 単位） 終章を支える社会資源（2 単位）

授業の概要 高齢者に関する課題を自らの問
題として捉え、高齢者と共に生
きるため、また、自分自身も豊
かな終章を生きるための知識に
ついて学ぶ。

本学教員の専門領域からのアプ
ローチにより高齢社会の特性を
浮き彫りにし、課題解決の方策
を検討していく。

学外講師による県内の具体的な
実践事例を通じて、「終章」を取
り巻く社会課題を学び、その解
決の方策も検討していく。

各回のテーマ
と講師

（★は学外者）

①終章学とは何か
★山﨑一洋

②多様な終章の生き方
★塩澤達俊

③終章を生きるひとに聴く　
大森　豊

④認知症サポーター養成講座
★永島　徹

⑤終章とコミュニティ　　　　　　
★永島　徹

⑥終章と健康
★金澤優子

⑦自分は終章を見据えどう生き
ていくのか　　 ★山﨑、大森

⑧まとめ、試験
大森　豊

①生涯発達の視点からみた高齢
者　　　　　　　　 白石智子

②園芸と高齢者福祉
　　　　　　　山根健治

③高齢者と食育
　　　　　　　吉澤史昭

④高齢者と運動
　　　　　　　加藤謙一

⑤高齢者と地域社会
　　　　　　　中村祐司

⑥高齢者支援サービスと地域で
の見守り　　　　　 佐藤栄治

⑦高齢者と学習
　　　　　　　廣瀬隆人

⑧高齢者にやさしいまちづくり
　　　　　　　長田哲平

①高齢者施策　　
大森　豊ほか

②地域における社会福祉協議会
の役割　　　　　★岡地和男

③終章と貧困
　　　　　　★白崎一裕

④自分で決めよう！自分の人生
の締めくくり　　★深見　史

⑤終章と交通問題
　　　　　　★佐藤　洋

⑥施設での終章
　　　　　　★塩澤達俊

⑦⑧高齢者の保健
　　　　　　★金澤優子ほか

⑨⑩介護保険と老人福祉
　　　　　　★永島　徹

⑪⑫住み慣れた地域で安心して
生活を続けるために

　　　　　　★大武秋雄
⑬終章で在宅医療ができること　　

　　　　　　★鶴岡優子
⑭⑮⑯終章を支える市民のチカ

ラ　　　　　★山﨑一洋ほか
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あり、抽選によって 22 名を選抜した。その属性を見ると、

年齢は 35 歳から 75 歳まで幅広く構成され、性別につい

ては、概ね男性 1 に対して女性 2 の割合であった（図 2、

図 3）。居住地については県内 25 市町のうち 12 市町か

らの受講があった（図 4）。また、受講者の多くがすでに

様々な地域活動に取り組んでおり、その一例として、高

齢者向けサロンの運営や各種福祉ボランティア、民生委

員などがあげられる。

　また、平成 26 年度に開講した 3 科目は本学の基盤教

育教養科目としても位置付けており、学生向け履修ガイ

ドを作成して受講者を募ったところ、総論を 5 名、特講

を 4 名、社会資源を 3 名が受講した。このうち 1 名は、

3 科目すべてを受講し、次年度開講する演習 2 科目も受

講予定である。

おわりに

　本稿では、文部科学省による平成 25 年度「地（知）

の拠点整備事業」に採択された宇都宮大学の取組の経緯

と概要、平成 25、26 年度の実施内容について報告した。

この 2 年度は事業推進のためのスタートアップのフェー

ズであったと言えよう。平成 27 年度、本学の採択事業

の中核をなす「とちぎ終章学総論」は全学必修化が始ま

り、8 回の授業が 8 クラス開講する。提供する講義内容

はもちろんであるが、限られたスタッフで運営をしてい

くための方策を考えなければならない。また、「終章コミュ

ニティワーカー」養成講座は、第 1 期が 9 月まで開講さ

れるが、修了者が地域でどのような活動をしていくかを

見据えた展開を検討する必要がある。本学における新学

部の設置や基盤教育改革の動きなどと連携を図りながら、

地域の知の拠点としてのプレゼンスを高めていきたい。

図 2.「終章コミュニティワーカー」養成講座受講者の年
代（単位：名）

図 4.「終章コミュニティワーカー」養成講座受講者の居
住地（単位：名）

図 3.「終章コミュニティワーカー」養成講座受講者の性
別（単位：名）

表 4.「とちぎ終章学」関連科目受講者の属性

科目名 受講
者数 学年内訳 学部内訳

とちぎ終章学総論 5 名 1 年 3 名
2 年 1 名
3 年 1 名

教育 3 名
農 2 名

とちぎ終章学特講 4 名 1 年 3 名
2 年 1 名

教育 3 名
農 1 名

終章を支える社会
資源

3 名 2 年 1 名
3 年 2 名

教育 1 名
工 2 名
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＜脚注＞

[1] 宇都宮大学では、上述した文部科学省による「大学改

革実行プラン」を踏まえながら、平成 3 年に開設さ

れた生涯学習教育研究センターに地域連携部門を加

え、地域連携教育研究センターとして平成 25 年 4 月

に拡充改組し、全学的に地域連携を推進する体制の

整備を進めている。地域連携教育研究センターは生

涯学習部門と地域連携部門の 2 部門によって構成さ

れ、「とちぎ終章学センター」は後者に位置付けられ

ている。

[2] アドバイザー会議のほかに、「地（知）の拠点整備事

業円卓会議」「同外部評価会議」「同運営会議」を設

置し、連携機関や外部の有識者から意見聴取をして

事業の推進に役立てている。
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一般向け事業概要パンフレット（平成 26年 1月作成）
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学生向け事業概要パンフレット（平成 26年 3月作成）
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平成 26年度「とちぎ終章学」関連科目の履修ガイド（平成 26年 7月作成）
※大山知子氏の担当回については、全て塩澤達俊氏（社会福祉法人とちぎ YMCA 福祉会）が担当した。
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「終章コミュニティワーカー」養成講座（第 1期）受講者募集要項（平成 26年 7月作成）
※大山知子氏の担当回については、全て塩澤達俊氏（社会福祉法人とちぎ YMCA 福祉会）が担当した。




